
今月の
お知らせ

K
i
y
o
s
u

令
和
2
年
度
か
ら
、聴
覚
障
害

を
早
期
に
発
見
し
、適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
、新
生
児
聴
覚
検
査

費
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

清
須
市
で
住
民
登
録
し
て

い
る
令
和
2
年
4
月
1
日
以
降

生
ま
れ
の
お
子
さ
ま

※
出
産
予
定
日
が
令
和
2
年
4

月
1
日
以
降
の
方
に
は
、4
月

上
旬
に
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

※
通
知
が
届
か
な
い
方
は
健
康

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。健

康
推
進
課（
北
館
2
階
）

手
当
の
月
額
は
、「
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
」の
適
用
に
よ
り
、今
後

改
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
児
童
扶
養
手
当
証
書

に
つ
い
て
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん

が
、必
要
で
あ
る
場
合
は
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、改
定
後
の
手
当
額
が
反

映
さ
れ
る
の
は
、5
月
定
例
払
い

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課（
北
館
2
階
）

手
当
の
月
額
は
、「
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
」の
適
用
に
よ
り
、今
後

改
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

改
定
後
の
手
当
額
が
反
映
さ

れ
る
の
は
、8
月
定
例
払
い
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課（
北
館
2
階
）

障
が
い
の
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て
い
る

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
令
和
元

年
12
月
〜
令
和
2
年
3
月
分
の

手
当
を
、4
月
10
日（
金
）に
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
手
当
額
は
、お
手
元
の
手

当
証
書
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課（
北
館
2
階
）

西
枇
杷
島
第
1
幼
稚
園
で
は
、

今
年
度
に
3
歳（
平
成
29
年
4
月

2
日
〜
平
成
30
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）に
な
る
お
子
さ
ま
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
場
・
幼
稚
園
に
親
し
む
こ

と
を
目
的
に
、「
き
り
ん
サ
ー
ク

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
水
曜
日
・Ｂ

グ
ル
ー
プ
木
曜
日（
都
合
に
よ

り
、曜
日
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

西
枇
杷
島
第
1
幼
稚
園

各
グ
ル
ー
プ
25
組（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、空
き
が
で
き

る
ま
で
待
機
と
な
り
ま
す
。）

4
月
16
日（
木
）午
後
4
時

か
ら
西
枇
杷
島
第
1
幼
稚
園
で

受
付（
先
着
順・電
話
申
込
不
可・

1
年
間
の
登
録
制
）

Ａ・Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、年
7
回
活
動
し
ま
す
。親
子

で
園
の
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
で
遊
ん

だ
り
手
遊
び
を
し
た
り
し
て
、楽

し
み
な
が
ら
幼
稚
園
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。秋
に
は
、お

弁
当
の
日
も
あ
り
ま
す
。

西
枇
杷
島
第
1
幼
稚
園

☎
0
5
2-

5
0
1-

8
5
7
7

金融機関で
ご確認
ください
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「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書

く
」「
計
算
す
る
」「
注
意
集
中
困

難
」「
多
動
性
」「
衝
動
性
」「
対
人

関
係
」な
ど
に
お
い
て
、お
子
さ

ま
の
発
達
に
悩
ま
れ
て
い
る
保

護
者
の
方
や
、障
害
の
あ
る
お
子

さ
ま
の
養
育
で
悩
ま
れ
て
い
る
保

護
者
の
方
は
、県
立
い
な
ざ
わ
特

別
支
援
学
校
の
ふ
れ
あ
い
相
談

（
教
育
相
談
）を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
相
談
で
は
、保
護
者

の
皆
さ
ま
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。年
間
を
通
し

て
行
っ
て
い
ま
す
が
、日
時
な
ど

の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
相
談

予
約
時
に
決
定（
時
間
は
、

午
後
1
時
〜
4
時
の
間
）

※
予
約
受
付
は
、月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
。）午
前
9
時

〜
午
後
5
時

無
料

県
立
い
な
ざ
わ
特
別
支
援

学
校
ふ
れ
あ
い
相
談
係（
稲
沢
市

一
色
森
山
町
２
２
５
‐
１
）

☎
０
５
８
７
‐
３
５
‐
２
０
０
５

4
月
24
日（
金
）に
令
和
元
年

12
月
分
〜
令
和
2
年
3
月
分
の

手
当
が
、ご
指
定
の
金
融
機
関
に

県
か
ら
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

預
金
通
帳
等
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

社
会
福
祉
課（
北
館
1
階
）

国
制
度
の
特
別
障
害
者
手
当

等
の
支
給
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

令
和
2
年
4
月
か
ら

●
特
別
障
害
者
手
当（
国
制
度
）

月
額
2
万
7
3
5
0
円

●
障
害
児
福
祉
手
当（
国
制
度
）

月
額
1
万
4
8
8
0
円

●
経
過
的
福
祉
手
当（
国
制
度
）

月
額
1
万
4
8
8
0
円

社
会
福
祉
課（
北
館
1
階
）

4
月
1
日（
水
）か
ら
令
和
2

年
度
老
人
無
料
入
浴
利
用
券
の

交
付
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。

福
祉
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
た
方二

川
湯（
西
枇
杷
島
町
南

二
ツ
杁
35
番
地
）

福
祉
カ
ー
ド
・
印
章（
は
ん

こ
）

高
齢
福
祉
課
窓
口

高
齢
福
祉
課（
北
館
1
階
）

骨
髄
移
植
手
術
等
に
よ
り
、接

種
を
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の

予
防
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と

医
師
に
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、感

染
症
を
予
防
す
る
た
め
、再
接
種

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。助
成
の

対
象
年
齢
が
あ
り
ま
す
の
で
、再

接
種
を
さ
れ
る
前
に
健
康
推
進

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課（
北
館
2
階
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
健
康
の
保

持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
、協
定

保
養
所
に
宿
泊
す
る
場
合
は
、1

人
1
泊
に
付
き
1
0
0
0
円
を

助
成
し
ま
す
。

※
助
成
対
象
は
、4
月
1
日（
水
）

〜
翌
年
3
月
31
日（
水
）の
1
年

間
で
4
泊
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
協
定
保
養
所

●
サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾（
蒲
郡
市
）

☎
０
５
３
３-

６
８-

４
６
９
６

●
す
い
と
ぴ
あ
江
南（
江
南
市
）

☎
０
５
８
７-

５
３-

５
５
５
５

●
豊
田
市
百
年
草（
豊
田
市
）

☎
０
５
６
５-

６
２-

０
１
０
０

●
名
古
屋
市
休
養
温
泉
ホ
ー
ム

松
ケ
島（
桑
名
市
）

☎
０
５
９
４-

４
２-

３
３
３
０

●
あ
い
ち
健
康
の
森
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル（
東
浦
町
）

☎
０
５
６
２-

８
２-

０
２
１
１

●
シ
ー
サ
イ
ド
伊
良
湖（
田
原
市
）

☎
０
５
３
１-

３
５-

１
１
５
１

利
用
方
法

利
用
さ
れ
る
方
は
、申
込
時
に

協
定
保
養
所
へ「
愛
知
県
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
」で
あ
る

こ
と
を
伝
え
、宿
泊
当
日
、保
養

所
の
窓
口
で
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
と
利
用
カ
ー
ド（
初
回

利
用
時
に
保
養
所
に
て
交
付
）を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。精
算
時
に

利
用
料
金
に
対
し
、1
0
0
0
円

を
助
成
し
ま
す
。

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
給
付
課

☎
０
５
２-

９
５
５-

１
２
０
５

保
健
、医
療
、福
祉
、年
金
所

得
等
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項

を
調
査
し
、厚
生
労
働
行
政
の
企

画
及
び
立
案
に
必
要
な
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
、毎
年
、厚
生
労

働
省
主
体
で
、国
民
生
活
基
礎
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
方
々
に

つ
き
ま
し
て
は
、調
査
票
の
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日　
令
和
2
年
6
月
4
日

（
木
）現
在

当
調
査
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、調
査
員
が
対
象
世
帯
を
個

別
に
訪
問
し
ま
す
。

清
須
保
健
所
総
務
企
画
課

☎
0
5
2
‐
4
0
1
‐
2
1
0
0

4
月
か
ら
清
洲
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
休
館
日
を
月
曜
日
か

ら
日
曜
日
に
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
前
】

月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

【
変
更
後
】

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
２
‐
４
０
１
‐
０
０
３
１
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・住宅用太陽光発電システム（10kW未満）
【太陽電池モジュールの最大出力値（単位:kW）
×1万3,200円】

・家庭用エネルギー管理システム
・定置用リチウムイオン蓄電池

【補助金上限 11万2,800円】
・電気自動車等充給電設備

【補助金上限 8万7,800円】

市
で
は
、家
庭
用
浄
化
槽
の
清

掃
補
助
と
し
て
年
1
回
清
掃
費

の
4
割
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
下
水
道
接
続
工
事
に
伴
う
清
掃

を
含
む
。）

下
水
道
の
供
用
開
始
の
あ
っ
た

区
域
は
、供
用
開
始
後
1
年
以
内

に
行
っ
た
清
掃
に
つ
い
て
の
補
助

が
最
後
と
な
り
、そ
の
後
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
例
）令
和
2
年
3
月
31
日
に
公

共
下
水
道
が
供
用
開
始
し
た
区
域

●
令
和
2
年
4
月
1
日
〜
令
和

3
年
3
月
31
日
に
清
掃
し
た

場
合　
↓　
補
助
あ
り

●
令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
に

清
掃
し
た
場
合　
↓　
補
助

な
し

以
降
、公
共
下
水
道
供
用
開

始
と
な
っ
た
区
域
は
、同
様
の
方

法
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
課（
北
館
2
階
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
す
る
と
、

通
行
者
に
甚
大
な
被
害
を
お
よ

ぼ
し
、道
路
を
ふ
さ
ぎ
被
災
者
の

避
難
や
救
助
活
動
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
、不
特
定
多

数
の
人
が
通
行
す
る
道
路
に
面

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、特
に
安
全

確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、日

頃
か
ら
の
所
有
者
の
責
任
に
よ

る
適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、市
民
の
生
命
、身
体

及
び
財
産
を
地
震
に
よ
る
災
害

か
ら
保
護
す
る
た
め
、危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
実
施
す
る

者
に
対
し
、予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、補
助
金
の
交
付
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
相

談
い
た
だ
く
か
、補
助
金
交
付
要

綱
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額　
「
撤
去
に
要
し
た

経
費
」と「
撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
延
長
に
1
メ
ー
ト
ル
当

た
り
1
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
」

の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
2
分
の

1
の
額（
限
度
額
20
万
円
）

11
月
ま
で

都
市
計
画
課（
南
館
2
階
）
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国土交通省
庄内川河川事務所提供

市
で
は
、豪
雨
時
の
雨
水
流
出

抑
制
を
図
り
、排
水
機
場
や
河
川

へ
の
流
入
量
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、雨
水
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
、雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置

者（
市
税
に
滞
納
が
な
い
方
）に

対
し
て
、補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

【
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
溜
め
る

と
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。】

①
洪
水
の
抑
制　
雨
水
が
一
挙

に
河
川
な
ど
に
流
れ
出
る
の

を
防
ぐ
こ
と
で
、洪
水
の
抑
制

に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
災
害
時　
初
期
消
火
や
災
害

な
ど
で
水
道
が
止
ま
っ
た
と
き

の
非
常
用
の
生
活
用
水
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

③
水
の
有
効
利
用　
樹
木
や
花

の
散
水
に
使
え
る
な
ど
、水
の

有
効
利
用
が
で
き
ま
す
。

■
雨
水
貯
留
施
設

●
補
助
対
象
　
建
物
に
付
随
し

て
1
0
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
貯

留
容
量
を
持
つ
貯
留
槽
を
設

置
す
る
場
合

●
補
助
金
額
　
貯
留
量
1
0
0

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
7
0
0
0

円（
限
度
額
7
万
円
）

■
雨
水
浸
透
施
設

●
補
助
対
象
　
建
物
に
付
随
し

て
雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
す

る
場
合

●
補
助
金
額
　
1
基
当
た
り
3

万
円（
建
築
面
積
が
1
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
は
3
基

ま
で
、1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
1
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
は
4
基
ま
で
、1
5
0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
は
5
基
ま

で
補
助
）

都
市
計
画
課（
南
館
2
階
）

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
を

財
源
と
し
て
、市
民
の
方（
市
税

に
滞
納
が
な
い
方
）が
行
う
民
有

地
の
緑
化
経
費
に
対
し
、補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業
　
民
有
地
の
建
物

又
は
敷
地
の
緑
化
を
進
め
る

事
業
で
、屋
上
、壁
面
、駐
車

場
等
に
お
け
る
緑
化
面
積
が

50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の（
生
垣
の
場
合
は
、延
長
15

メ
ー
ト
ル
以
上
）

●
対
象
経
費
　
植
栽
・
植
栽
基

盤
な
ど
の
費
用（
た
だ
し
、生

育
期
間
が
2
年
を
見
込
め
な

い
も
の
を
除
く
。）　

●
交
付
額
　
対
象
経
費
の
2
分

の
1﹇
た
だ
し
、交
付
額
が
10

万
円
未
満（
生
垣
の
場
合
は
3

万
円
未
満
）の
場
合
は
対
象

外
﹈（
上
限
5
0
0
万
円
）

11
月
ま
で

都
市
計
画
課（
南
館
2
階
）

新
清
洲
駅
北
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
3

月
31
日
付
け
で
行
い
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
変
更
に
伴
い
、次

の
と
お
り
事
業
計
画
関
係
図
書

の
長
期
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

事
業
計
画
変
更
の
公
告
の

日（
3
月
31
日
）〜
換
地
処
分
公

告
の
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日

を
除
く
。）

都
市
計
画
課
窓
口（
南
館

2
階
）新

清
洲
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
課（
南
館
2
階
）

市
が
収
集
し
た
ご
み
袋
の
中

に
、「
誤
っ
て
貴
重
品
を
入
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
ご
み
袋
を
返
却
し
て

欲
し
い
。」と
い
う
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、一
度
収
集
し
て
し
ま

っ
た
ご
み
を
再
び
個
人
へ
返
却
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
を
捨
て
る
際
は
、貴
重
品

等
の
混
入
が
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課（
北
館
2
階
）

市
内
の
道
端
や
河
原
な
ど
で

5
月
〜
7
月
ご
ろ
に
か
け
て
、鮮

や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
る「
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、こ
の
花
は
、日
本
の

生
態
系
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、特
定
外

来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

に
よ
り「
特
定
外
来
生
物
」に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、き
れ
い
な
花
だ
か

ら
と
い
っ
て
自
宅
の
庭
に
花
を
植

え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
野
外

に
放
し
た
り
、植
え
た
り
又
は
ま

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
課（
北
館
2
階
）

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
で
は
、市
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
状
況
を
把
握

し
、今
後
の
普
及
啓
発
及
び
既
に

設
置
し
て
い
る
世
帯
の
適
切
な

維
持
管
理
の
広
報
を
行
う
た
め
、

4
月
1
日（
水
）か
ら
1
年
の
間

に
無
作
為
抽
出
し
て
住
宅
防
火

訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、訪
問
の
際
は
、消
防
職

員
が
消
防
手
帳
を
提
示
し
、身
分

を
明
ら
か
に
し
て
か
ら
調
査
を

行
い
ま
す
。

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
６
８
‐
２
２
‐
４
９
２
４

32

夢
広
場
は
る
ひ

保
健
だ
よ
り

教
室
・
講
座

児
童・子
育
て
だ
よ
り

フ
ォ
ト
ダ
イ
ア
リ
ー

行
政
ニ
ュ
ー
ス

インフォメーション
2020.4.1 清須



２０
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。申
請
に
は
原
則

と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高

等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に

在
学
す
る
学
生
等
で
、ご
本
人

の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
の

数×

３８
万
円
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
書
類(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
及
び
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民
票
の

い
ず
れ
か) 　
②
学
生
証(

令
和

２
年
４
月
で
更
新
さ
れ
た
も
の)

又
は
学
生
証
の
写
し(

両
面) 　

③
印
章（
は
ん
こ
）

名
古
屋
西
年
金
事
務
所

☎
0
5
2-

5
2
4-

6
8
5
5

み
ず
と
ぴ
ぁ
庄
内
で
、新
鮮

野
菜
や
庄
内
川
流
域
の
産
品
な

ど
を
集
め
た
朝
市
を
開
催
し
ま

す
。併

せ
て
、親
子
で
楽
し
め
る

「
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
作
り
」を
行
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
１９
日（
日
）午
前
９

時
〜
正
午みず

と
ぴ
ぁ
庄
内（
庄
内

川
水
防
セ
ン
タ
ー
）

①
と
れ
た
て
朝
市（
新
鮮

野
菜
、く
だ
も
の
、流
域
産
品
な

ど
の
販
売
）　
②
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
作
り
）

都
市
計
画
課（
南
館
２
階
）

５
月
５
日（
火
・
祝
）午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

清
洲
公
園

「
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ

し
い
子
供
達
！
」５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」を
祝
い
、子
ど

も
た
ち
の
健
康
で
健
全
な
成
長

を
願
い
、清
洲
公
園
の
自
然
の

な
か
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。「
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
も
い
っ
ぱ
い
。子

ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や

ダ
ン
ス
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ

る
よ
！
家
族
み
ん
な
で
遊
び
に

来
て
ち
ょ
う
。」

中
田
氏
☎
０
８
０‐

１
６

０
３‐

０
３
８
７

春
の
研
修
旅
行「
天
竜
ラ
イ
ン

下
り
と
イ
チ
ゴ
狩
り
」

大
自
然
の
渓
谷
の
中
、新
緑

と
岩
間
つ
つ
じ
の
風
情
を
満
喫

で
き
ま
す
。

５
月
１６
日（
土
）

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お

勤
め
の
方８

５
０
０
円（
軽
食
付
）

４
月
７
日（
火
）〜
２１
日

（
火
）に
、申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、参
加
費
を
添

え
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
担
当
：
佐
藤
定
蔵
氏
）☎
０
９

０‐

２
１
８
０‐

４
７
１
７
又
は

ス
ポ
ー
ツ
課（
南
館
１
階
）

海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と

し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
体
験
す
る
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

ま
す
の
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。市

内
に
お
住
ま
い
の
１０
歳

以
上
の
方年会

費
１
５
０
０
円

４
月
２４
日（
金
）ま
で
に

次
の
窓
口
に
申
込
用
紙
を
ご
記

入
の
上
、会
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、ス
ポ
ー
ツ
課

の
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課（
南
館
１
階
）

新
川
と
五
条
川
の
美
化
活
動

推
進
を
目
的
と
し
た「
新
川
・
五

条
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」を
行

う
と
と
も
に
、清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

４
月
２６
日（
日
）午
前
９

時
〜
正
午（
雨
天
中
止
）

集
合　
新
川
の
桃
山
橋
下
堤

防
遊
歩
道　

※

駐
車
場
は
、新

川
ふ
れ
あ
い
防
災
セ
ン
タ
ー
臨

時
駐
車
場（
旧
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
駐
車
場
）

新
川
の
比
良
新
橋
〜
新
大

治
橋（
約
１０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区

間
）及
び
五
条
川
の
春
日
橋
〜

新
川
合
流
地
点（
約
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
区
間
）の
堤
防
及
び
河

川
の
ご
み
を
区
域
に
分
け
て
回

収
し
ま
す
。

代
表
者
に
直
接
申
込

主
催
者
側
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

新
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

会（
代
表
：
加
納
氏
）☎
０
９
０

‐

１
４
１
２‐

７
２
３
７
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ささ身と野菜のさっぱり和え

市
及
び
市
観
光
協
会
で
は
、

「
清
須
の
春
」の
写
真
を
募
集
し

ま
す
。５

月
８
日（
金
）ま
で

「
四
つ
切
」又
は「
ワ
イ
ド

四
つ
切
」を
市
観
光
協
会
事
務
局

へ
提
出

※

入
選
作
品
の
版
権
は
、市
に

帰
属
と
な
り
ま
す
。

市
観
光
協
会
事
務
局﹇
産

業
課（
南
館
３
階
）内
﹈

市
観
光
協
会
は
、土
産
品
の

開
発
や
販
売
、清
須
の
四
季
を

彩
る
ま
つ
り
の
開
催
を
行
い
、

清
須
の
魅
力
発
信
と
地
域
活
性

化
に
繋
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、市
観
光
協
会
で
は
、令

和
２
年
度
新
規
会
員
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。個
人
や
法
人

の
加
入
に
は
特
典
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
観
光
協
会
事
務
局﹇
産

業
課（
南
館
３
階
）内
﹈

帰
国
し
て
使
い
道
の
な
く
な

っ
た
外
国
コ
イ
ン
を
世
界
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公
益
財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
で
は
、帰
国
時
に
余
っ

て
し
ま
う
外
国
コ
イ
ン
を
集
め
、

海
外
へ
輸
送
し
、ユ
ニ
セ
フ
の

活
動
資
金
と
す
る「
ユ
ニ
セ
フ

外
国
コ
イ
ン
募
金
」を
行
っ
て

い
ま
す
。市
に
お
い
て
は
、「
市

国
際
交
流
協
会
」が
窓
口
と
な

り
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
余
っ

た
外
国
コ
イ
ン
を
募
り
、日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
お
送
り
し
ま

す
。募

金
箱
を
生
涯
学
習
課
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。市

国
際
交
流
協
会
事
務
局

﹇
生
涯
学
習
課（
南
館
１
階
）内
﹈

「
警
察
官
・
警
察
職
員
募
集
」

警
察
の
業
務
は
、誇
り
と
使

命
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
非
常
に

や
り
が
い
の
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、幅
広
い
職
種
が
あ
り
、あ

な
た
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場

所
が
必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。

県
警
察
本
部
警
務
課
採
用

セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２‐

９
６
１‐

１
４
７
９（
直
通
）午
前
８
時
45

分
〜
午
後
５
時
30
分（
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
。）・

先
月
号
の
広
報
清
須
３
月
号

裏
表
紙「
し
ょ
っ
か
い
さ
ん
お

す
す
め
！
健
康
レ
シ
ピ
」の
料

理
写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

材
料
　
鶏
さ
さ
身
１
２
０
ｇ（
２

本
）・
玉
ね
ぎ（
薄
切
り
）１
０
０

ｇ（
６
分
の
１
個
）・
パ
プ
リ
カ

（
薄
切
り
）15
ｇ（
６
分
の
１
個
）・

大
葉（
千
切
り
）２
枚
・Ａ﹇
ご
ま

油（
小
さ
じ
３
分
の
１
）・
ぽ
ん

酢
し
ょ
う
ゆ（
小
さ
じ
２
）﹈

作
り
方

①
ポ
リ
袋
に
Ａ
、パ
プ
リ
カ
を

入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②
鶏
さ
さ
身
は
、皮
と
す
じ
を

取
り
、ゆ
で
る
。ゆ
で
上
が
る

直
前
に
玉
ね
ぎ
も
さ
っ
と
ゆ

で
る
。

③
ゆ
で
た
鶏
さ
さ
身
を
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
割
く
。

④
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
、鶏

さ
さ
身
と
玉
ね
ぎ
の
水
気
を

ふ
き
取
っ
た
後
、①
に
漬
け
込

む
。

⑤
食
べ
る
直
前
に
大
葉
を
加
え

て
、器
に
盛
る
。

（https://
w
w
w
.pref.aichi.jp/police/

）
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市民相談 ４月相談日のお知らせ市民相談 ４月相談日のお知らせ

日曜・祝日に急病人が出たときは日曜・祝日に急病人が出たときは

２４時間対応

救急医療情報センター
（症状に見合った診療機関をご紹介します。）

し尿汲み取り・浄化槽の清掃業者し尿汲み取り・浄化槽の清掃業者

☎052-400-3688
丸新商事㈱

西枇杷島地区

☎0587-32-2541
㈱サンキョークリエイト

春日地区清洲・新川地区

☎052-442-3091
三協商事㈱

☎0587-32-2541
㈱サンキョークリエイト

会　場 問合せ時　間相談名

北館１階　相談室５ 産業課
(南館３階)午後１時３０分～４時１１日(土)・２５日(土)司法書士による消費生活

相談(多重債務を含む。)

清洲総合福祉センター
１階　相談室

８日(水)・９日(木)
１４日(火)

市社会福祉協議会
総務地域課

☎052-401-0031

午後１時～４時
※事前予約が必要です。
（お１人様年２回まで。）

弁 護 士 に よ る
市 民 の く ら し
無 料 法 律 相 談

女 性 相 談
家 庭 児 童 相 談
母 子・父 子 家 庭 相 談

相談日
健康推進課(北館２階) 健康推進課(北館２階)午前８時３０分～午後５時子育て世代包括支援センター 平日随時

南館１階
消費生活センター

産業課
(南館３階)

午後１時３０分～４時３０分
(受付は午後４時まで)

消費生活相談員による
消 費 生 活 相 談 毎週月・火・木・金曜日

北館２階　相談室１ 企画政策課(北館３階)午後１時～４時不 動 産 に 関 す る 相 談 ２１日(火)

子育て支援課
(北館２階)

子育て支援課
(北館２階)午前９時～午後３時４５分平日随時

清洲市民センター　３階 生涯学習課
(南館１階)午後１時３０分～４時女 性 の 会 に よ る

結 婚 相 談
４日(土)・１８日(土)
２５日(土)

社会福祉課
（北館１階）

午後1時～　午後2時～※事前予約が必要です。
（相談日以外も調整します。）

障 害 者 の た め の
出 張 就 業 相 談

社会福祉課
(北館１階)

市人権擁護委員による
人 権 よ ろ ず 相 談

北館１階　相談室６16日(木）

４月の納税・納付４月の納税・納付

納期限　4月30日（木）

●固定資産税・都市計画税（全期・第1期）
●国民健康保険税（第1期）
●介護保険料（第1期）

税金保険料は最寄りの金融機関で納めることができます。
※納期限後の納付には延滞金が課されます。

市人権擁護委員による次の相談日は令和２年５月１３日(水)です。
みんなの人権１１０番　☎０５７０－００３－１１０（平日午前８時３０分～午後５時１５分）

５月 ６日（振）
５月 ５日（祝）
５月 ４日（祝）
５月 ３日（祝）
４月 ２９日（祝）
４月 ２６日（日）
４月 １９日（日）
４月 １２日（日）
４月 ５日（日）水野五条歯科 （北名古屋市☎0568-2１-4488）

すずらん歯科矯正歯科 （清須市☎052-982-8302）
えきまえ歯科 （北名古屋市☎0568-25-2000）
さかい歯科口腔外科医院 （清須市☎052-401-1182）
あおばファミリー歯科こども歯科 （北名古屋市☎0568-54-2203）
鬼頭西市場歯科医院 （清須市☎052-400-0770）
井上歯科医院 （北名古屋市☎0568-23-2633）
鬼頭歯科医院 （清須市☎052-400-3056）
おぎた歯科医院 （北名古屋市☎0568-21-4777）

「新型コロナウイルス感染症」の、この地
域内での更なる感染拡大を回避するため
に、充分とはいえない設備の下での、西春
日井西部休日診療所（清須市西枇杷島町
花咲84）・同東部休日診療所（北名古屋市
九之坪白山39）、並びに外科輪番での診
療はしばらくの間、休止しています。
休止期間の診療は、下記の医療機関と

なります。
◆発熱、咳など、呼吸器症状がある方の診療
はるひ呼吸器病院（清須市春日流8-1）
☎052‐400‐7111
◆外科や一般的な救急診療
済衆館病院（北名古屋市鹿田西村前111）
☎0568‐21‐0811
※診療再開については、再開が決まり次第、清須市、西名古屋医師
会及び西春日井広域事務組合ホームページでお知らせします。
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